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速
や
か
な
新
市
の
一
体
性
の
確
立
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展

を
め
ざ
し
、
そ
の
効
果
が
最
大
限
に
現
れ
る
よ
う
に
、
今
年
度
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
学
校
教
育
の
充
実
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
都
市
基
盤

の
整
備
な
ど
「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」、「
三
原
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
三

原
市
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
・
多
様
化
、
地
方
分
権
の
推
進
な
ど
、
市

町
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
地
域
の
自
主
性
を
活
か
し
た
個
性
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
が
、
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。
行
政
が
担
う
役
割
の
重
点
化
、
民
間
活
力

の
活
用
な
ど
、
積
極
的
な
行
財
政
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
具
体
的
な
施
策
を
、
三
原
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
沿
っ
て
、
紹
介
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ま
ち

・
人
が
ふ
れ
あ
い
、
と
も
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

・
人
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

・
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

・
自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

活
力
を
生
み
出
す
ま
ち

・
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

・
交
通
・
情
報
・
観
光
基
盤
の
充
実
し
た
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

地域の特性を活かし、健康で安心して暮らせるまちに

○
人
権
の
尊
重

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
を
策
定
し
、
一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
生
き
生
き
と

生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
の
た
め
に
、
意
識

調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
市
の
、
各
種
審
議
会

委
員
に
、
女
性
を
積
極
的
に
登
用
し
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

市
民
活
動
団
体
が
行
う
、
自
主
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま

す
。
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一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ま
ち

人
が
ふ
れ
あ
い
、と
も
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

三原市長　五藤康之
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○
生
涯
学
習
の
推
進

生
涯
学
習
の
充
実

地
域
の
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

各
地
域
で
、
生
涯
学
習
の
講
演
会
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
に
開
催
す
る
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
全
市
的
な
取
り
組
み
と
し
て
行
い
ま
す
。

絵
本
の
図
書
館

児
童
が
、
楽
し
く
夢
を
持
っ
て
絵
本
に
親
し

め
る
よ
う
に
、
絵
本
の
図
書
館
を
設
置
し
、
充

実
を
図
り
ま
す
。

○
学
校
教
育
の
充
実

外
国
人
英
語
指
導
助
手
を
８
人
体
制
で
、
全

小
・
中
学
校
へ
派
遣
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
体

制
整
備
を
図
り
ま
す
。

学
校
環
境
の
充
実

第
五
中
学
校
の
新

校
舎
と
本
郷
学
校
給

食
共
同
調
理
場
の
建

設
着
手
、
第
一
中
学

校
の
耐
力
度
調
査
な

ど
を
行
い
、
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
文
化
の
振
興

文
化
施
設

多
彩
な
文
化
に

触
れ
、
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う

に
、
新
文
化
会
館

の
建
設
に
着
手
し

ま
す
。
ま
た
本
郷
、

久
井
、
大
和
の
拠

点
施
設
で
、
各
種

公
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で
、
市
民
の
芸
術
作

品
の
発
表
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
文
化
財
の
保
護

三
原
城
跡
の
石
垣
修
理
や
御
調
八
幡
宮
の
防

災
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
文
化
財
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

市
民
体
育
大
会
や
、
白
竜
湖
ふ
れ
あ
い
グ
リ

ー
ン
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

○
青
少
年
の
健
全
育
成

豊
か
な
人
間
性
と
、
連
帯
の
精
神
に
満
ち
た

青
少
年
の
育
成
を
め
ざ
し
、
生
徒
の
職
場
体
験

を
推
進
し
ま
す
。

不
登
校
児
童
へ
の
訪
問
指
導
な
ど
を
行
い
ま

す
。

○
国
際
交
流

８
月
に
、
市
内
の
中
学
生
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
訪
れ
、
バ
レ
ス
テ
ィ
ア
ヒ
ル
中
学
校
の
生

徒
と
交
流
を
行
い
ま
す
。

○
子
育
て
支
援

10
月
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
（
入
院
）

の
対
象
年
齢
を
小
学
６
年
生
ま
で
に
拡
大
し
ま

す
。
保
育
所
運
営
で
は
、
今
月
か
ら
、
３
人
同

時
に
入
所
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、
１
人
分
の

保
育
料
を
無
料
に
し
ま
す
。

○
母
子
保
健

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
・
発
達
の
た
め
に
、

４
か
月
児
健
康
診
査
で
、
絵
本
の
よ
み
か
た
り

を
行
い
ま
す
。
ま
た
育
児
不
安
の
解
消
の
た
め

に
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

○
高
齢
者
福
祉

高
齢
者
が
、
健
康
で
明
る
く
、
安
心
し
て
自

宅
や
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
第
三
期
の
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

▲本郷学校給食共同調
理場の建設予定地

▲市民が気軽に作品を発表
できる市民ギャラリー ▲新文化会館の完成予想模型

▲修復する三原城跡の
石垣

▲三原を訪問したシンガポー
ルのバレスティアヒル中学
校の生徒たち

人
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

▲４か月児健康診査で
の、絵本の読みかたり
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○
環
境
の
保
全
・
廃
棄
物
の
処
理
な
ど

環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
と

し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
の
助
成
や
、

自
然
観
察
会
、
環
境
マ
ッ
プ
の
作
成
に
よ
る
環

境
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
ご
み
を
減
ら
す
、
再

利
用
、
再
資
源
化
す
る
３
Ｒ
運
動
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資
源

化
の
た
め
の
中
間
処
理
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

○
市
営
住
宅

久
井
町
の
下
津
住
宅
２
号
棟
の
建
設
に
向
け
、

実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
沼
田
東
町
の

七
宝
住
宅
（
56
戸
）
の
来
年
度
の
完
成
を
め
ざ

し
ま
す
。

○
都
市
公
園

今
年
度
、
三
原
運
動
公
園
の
拡
張
整
備
が
完

成
し
ま
す
。
ま
た
第
二
中
学
校
跡
地
に
設
置
す

る
古
城
通
公
園
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
区
画
整
理

良
好
な
住
環
境
を
創
る
た
め
に
、
本
郷
町
東

本
通
地
区
の
区
画
整
理
事
業
を
、
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

○
水
道
事
業

健
全
か
つ
効
率
的
な
経
営
と
、
簡
易
水
道
、

専
用
水
道
の
整
備
計
画
も
含
め
た
水
道
事
業
基

本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
　
　

昨
年
度
ま
で
に
、
８
８
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
人

口
普
及
率
の
約
21
・
６
％
）
の
区
域
で
、
公
共

下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
た
に
、
約
54
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
汚

水
管
渠
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
生
活
の
安
全

防
災本

庁
と
各
支
所
間
に
、
災
害
時
連
絡
用
の
衛

星
携
帯
電
話
を
導
入
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の

設
立
・
育
成
を
促
進
し
ま
す
。

急
傾
斜
地
の
崩
壊
対
策

新
た
に
、
東
町
三
丁
目
の
立
町
東
地
区
、
本

郷
町
船
木
の
佐
用
地
区
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

高
潮
対
策

幸
崎
町
の
護
岸
の
か
さ
上
げ
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
県
に
、
糸
崎
町
松
浜
地
区
、
港
町
地
区
な

ど
の
護
岸
の
か
さ
上
げ
な
ど
の
整
備
促
進
を
働

き
か
け
ま
す
。

防
火
座
談
会

地
域
と
の
連
携
に
よ
り
、
防
火
座
談
会
を
開

催
し
、
市
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

防
犯市

民
の
生
活
の
安
全
を
確
保
し
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
生
活
安
全

指
導
員
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
学
校
、
保
育
所

な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
、
学
校
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

○
老
人
保
健

健
康
診
査
で
は
、
基
本
健
康
診
査
の
検
査
項

目
を
増
加
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

精
度
を
高
め
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
の
推
進

健
康
み
は
ら
21
計
画
に
、
旧
３
町
の
計
画
を

追
加
し
、
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
員
を
通
じ
て
、
健
康
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

８
月
22
日
に
、
合
併
関
連
事
業
と
し
て
、
南

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ

体
操
を
実
施
し
ま
す
。

○
社
会
福
祉
の
充
実

あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
整
備
計
画

歩
行
者
が
安
心
し
て
歩
け
る
区
域
を
整
備
す

る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
三
原
駅
周
辺
１
・
９
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、
改
善

策
を
見
出
す
計
画
を
作
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
歩
き
点

検
や
、
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
福
祉
の
充
実

安
心
し
て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
、
地
域
福
祉
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
各
種
サ
ロ
ン
の
立
ち
上

げ
や
育
成
な
ど
、
一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

▲今年度に整備が完成する三原運動
公園の拡張部分

○
農
業
の
振
興

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

優
良
農
地
の
確
保
や
地
域
農
業
振
興
の
た
め

に
、
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
基
礎

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

久
井
堆
肥
セ
ン
タ
ー

今
年
度
、
用
地
の
取
得
や
測
量
な
ど
を
行
い
、

平
成
19
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

農
産
物
加
工
施
設

大
和
町
で
、
炊
飯
惣
菜
加
工
施
設
の
整
備
に

向
け
、
調
査
を
行
い
ま
す
。

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

活
力
を
生
み
出
す
ま
ち
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○
水
産
業
の
振
興

能
地
漁
港
整
備
事
業

引
き
続
き
、
幸
崎
町
の
能
地
漁
港
の
改
修
を

行
い
、
中
防
波
堤
の
工
事
や
、
護
岸
整
備
を
行

い
ま
す
。

漁
場
の
改
良

幸
崎
町
沖
に
魚
礁
を
、
ま
た
鷺
浦
町
沖
に
た

こ
産
卵
礁
な
ど
を
設
置
し
て
、
水
産
資
源
の
維

持
増
大
に
努
め
ま
す
。

○
商
工
業
の
振
興

産
業
の
振
興

市
内
の
企
業
、
県
、
県
立
大
学
な
ど
に
よ
り
、

地
域
産
業
活
性
化
推
進
会
議
な
ど
を
開
催
し
て
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
市
内
企
業
の
生
産
環
境
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
・
安

定
を
図
る
た
め
、
施
設
整
備
奨
励
金
の
有
効
活

用
な
ど
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化

今
後
も
、
商
業
者
自
ら
が
積
極
的
に
活
動
展

開
が
で
き
る
よ
う
に
、
商
工
会
議
所
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
機
関
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）
と
連
携
し
、
支
援

し
ま
す
。

工
業
の
促
進

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
三
原
西
部
工
業

団
地
や
久
井
、
大
和
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

を
、
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

○
雇
用
の
確
保

安
定
し
た
雇
用
と
、
企
業
の
新
た
な
労
働
力

の
確
保
の
た
め
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
の
開

催
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
三
原
、
三
原
能
力
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

▲久井工業団地

○
三
原
バ
イ
パ
ス

第
２
期
整
備
区
間
（
糸
崎
町
〜
中
之
町
）
の

時
広
ラ
ン
プ
（
糸
崎
町
）
か
ら
、
中
之
町
ラ
ン

プ
区
間
（
１,
６
０
０
ｍ
）
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
度
末
の
利
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
区
間
に
あ
る
第
５
ト
ン
ネ
ル
（
全
長
１,
１

６
０
ｍ
）
の
事
業
進
捗
率
は
、
約
87
％
で
す
。

木
原
道
路
は
、
引
き
続
き
、
測
量
お
よ
び
地
質

調
査
を
進
め
ま
す
。
ま
た
三
原
バ
イ
パ
ス
・
木

原
道
路
が
平
成
20
年
代
前
半
に
開
通
す
る
よ
う

に
、
関
係
機
関
に
、
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

○
県
道
の
整
備

三
原
東
城
線

恵
下
谷
地
区
の
、
バ
イ
パ
ス
計
画
の
実
現
に

向
け
て
、
調
査
を
行
い
ま
す
。

本町古浜線�

古城通糸崎線�

糸崎港線�

円一皆実線�

東町古城線�

平成14年４月�
開通�

平成11年3月�
開通�

平成13年3月�
開通� 第2期整備区間�

三原バイパス　9.9km 木原道路　3.8km

本町古浜線�

古城通糸崎線�

糸崎港線�

円一皆実線�

東町古城線�

平成14年４月�
開通�

平成11年3月�
開通�

平成13年3月�
開通� 第2期整備区間�

三原バイパス　9.9km 木原道路　3.8km

本郷久井線

三原竹原線

三原東城線

尾道三原線

三原バイパス

国道２号

木原道路

交
通
・
情
報
・
観
光
基
盤
の
充
実
し
た
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

三原バイパス開通部分
三原バイパス未開通部分
県道
都市計画道路
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本
郷
久
井
線

高
坂
町
真
良
地
区
で
、
橋
り
ょ
う
下
部
工
事
、

許
山
地
区
で
、
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

尾
道
三
原
線

引
き
続
き
、
中
之
町
の
県
立
三
原
東
高
等
学

校
付
近
か
ら
、
太
郎
谷
ま
で
の
区
間
で
、
用
地

取
得
な
ど
を
行
い
ま
す
。

三
原
竹
原
線

小
泉
町
の
池
ノ
内
地
区
で
、
道
路
改
良
工
事

な
ど
を
行
い
ま
す
。

本
郷
大
和
線

今
年
度
は
、
沼
田
川
に
架
か
る
空
港
大
橋
の
、

ア
ー
チ
部
分
の
製
作
を
行
い
ま
す
。

○
都
市
計
画
道
路

古
城
通
糸
崎
線

第
二
中
学
校
跡
地
か
ら
、
時
広
ラ
ン
プ
ま
で

の
区
間
で
、
道
路
改
良
工
事
や
、
河
川
の
付
け

替
え
を
行
い
ま
す
。

円
一
皆
実
線

県
立
三
原
高
等
学
校
の
南
側
の
用
地
取
得
な

ど
を
行
い
ま
す
。

本
町
古
浜
線

引
き
続
き
、
館
町
の
広
島
大
学
附
属
三
原
幼

稚
園
・
小
・
中
学
校
付
近
の
、
用
地
取
得
な
ど

を
行
い
ま
す
。

糸
崎
港
線

国
道
２
号
と
の
交
差
付
近
の
道
路
改
良
工
事

を
行
い
、
一
部
区
間
の
、
利
用
開
始
を
め
ざ
し

ま
す
。

○
市
道
の
整
備

糸
崎
町
69
号
線

糸
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
付
近
で
、
道

路
改
良
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

本
郷
駅
前
愛
宕
線

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
本
郷
駅
周

辺
で
、
道
路
改
良
工
事
や
、
用
地
取
得
な
ど
を

行
い
ま
す
。

久
井
町
稔
迫
線

久
井
中
学
校
付
近
か
ら
、
久
井
工
業
団
地
付

近
ま
で
の
区
間
で
、
道
路
改
良
工
事
な
ど
を
行

い
ま
す
。

大
和
町
平
坂
線

大
和
町
の
大
草
地
区
か
ら
、
姥
ヶ
原
地
区
ま
で

の
区
間
で
、
道
路
改
良
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

西
町
29
号
線

西
町
一
丁
目
、
み
ど
り
幼
稚
園
付
近
の
西
野

川
に
架
か
る
第
１
橋
り
ょ
う
と
、
上
流
の
梶
新

橋
を
架
け
か
え
る
た
め
の
実
施
設
計
を
進
め
ま

す
。○

空
港
・
港
湾
機
能
の
強
化

広
島
空
港
に
つ
い
て
は
、
高
度
計
器
着
陸
施

設
の
整
備
や
、
航
空
路
線
の
拡
充
、
公
共
交
通

手
段
を
含
め
た
整
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

港
湾
整
備
で
は
、
引
き
続
き
、
糸
崎
町
松

浜
・
貝
野
地
区
で
、
埋
め
立
て
土
の
搬
入
を
行

い
ま
す
。
貝
野
地
区
は
、
今
年
度
、
開
口
部
を

閉
め
き
り
、
外
周
護
岸
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
要
な
新
規
・
継
続
事
業

な
ど
に
つ
い
て
、
概
略
を
紹
介
し
ま
し

た
。一

般
会
計
４
６
９
億
１,
７
０
０
万
円

に
、
22
の
特
別
会
計
と
病
院
、
水
道
、

交
通
の
事
業
会
計
を
含
め
た
総
額
は
、

９
２
５
億
６,
１
０
５
万
円
で
す
。
前
年

度
の
旧
１
市
３
町
分
の
合
計
額
に
比
べ
、

１
・
７
％
の
増
加
で
す
。

一
般
会
計

４
６
９
億
１,
７
０
０
万
円

その他�

財産収入�

地方譲与税�使用料・手数料・�
分担金・負担金�

諸収入�

繰入金・繰越金・�
寄附金�

県支出金�

国庫支出金�

市債�

地方交付税�

市税�

97億�
9,448万円�
（20.9%）�

78億6,954万円�
（16.8%）�

84億2,107万円�
（17.9%）�

8989億�
2,8002,800万円万円�
（19.0%19.0%）�

146146億�
2,1942,194万円万円�
（31.2%31.2%）�

111億�
3,208万円�
（23.7%）�

93億�
310万円�
（19.8%）�

歳入�
469億1,700万円�

146億�
2,194万円�
（31.2%）�

89億�
2,800万円�
（19.0%）�62億6,290万円�

（13.4%）�

50億5,263万円�
（10.8%）�

31億1,397万円�
（6.6%）�

22億6,646万円�
（4.8%）�

17億7,970万円�
（3.8%）�

16億5,637万円（3.5%）�

10億3,322万円（2.2%）�

4億3,618万円（0.9%）�

17億�
   6,563万円�
       （3.8%）�

合計�

新
年
度
予
算

前
年
度
当
初
に
比
べ
、
０
・
６
％
減

▲完成すると日本一のアー
チ橋になる空港大橋

▲今年度、一部利用できる糸崎港線

本郷大和線
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予算についての問い合わせ先
財政課（10848 7̂6028  50848 4̂7101）

その他�

労働費�

議会費�商工費�農林�
水産業費�

消防費�

衛生費�

教育費�

土木費�

公債費�

総務費�

民生費�

その他�

維持補修費�

補助費等�

物件費�

扶助費� 公債費�

投資的�
経費�

人件費�
9797億�
9,4489,448万円万円�
（20.9%20.9%）�

7878億6,9546,954万円万円�
（16.8%16.8%）�

8484億2,1072,107万円万円�
（17.9%17.9%）�

89億�
2,800万円�
（19.0%）�

146億�
2,194万円�
（31.2%）�

111111億�
3,2083,208万円万円�
（23.7%23.7%）�

9393億�
310310万円万円�
（19.8%19.8%）�

111億�
3,208万円�
（23.7%）�

97億�
9,448万円�
（20.9%）�

93億�
310万円�
（19.8%）�

78億�
6,945万円�
（16.8%）�

57億�
2,288万円�
（12.2%）�

44億�
8,694万円�
（9.6%）�

31億�
5,056万円�
（6.7%）�

5億2,423万円�
（1.1%）�

60億6,536万円（12.9%）�

84億2,107万円�
（17.9%）�

78億6,954万円�
（16.8%）�63億1,951万円�

（13.5%）�

45億3,650万円�
（9.7%）�

25億�
2,745万円�
（5.4%）�

17億5,448万円�
（3.7%）�

16億�
6,171万円�
（3.5%）�

16億2,171万円�
（3.5%）�

3億5,973万円�
　　（0.8%）�

3億2,894万円（0.7%）�

3億�
8,428万円�
    （0.8%）�

歳出�

469億1,700万円�

（目的別）�
合計�

歳出�

469億1,700万円�

（性質別）�
合計�

●
投
資
的
経
費
　
施
設
な
ど
の
建
設
や
災
害
復
旧
な
ど
の
経
費

●
補
助
費
等
　
各
種
団
体
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
や
負
担
金

○
バ
ス
事
業

経
営
の
合
理
化
・
健
全
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
バ
ス
事
業
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

○
高
度
情
報
化
の
推
進

市
民
生
活
に
必
要
な
行
政
・
文
化
・
災
害
情

報
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
、
光
ケ
ー

ブ
ル
を
使
っ
た
通
信
網
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

今
年
度
、
本
郷
町
、
久
井
町
地
域
の
光
ケ
ー
ブ

ル
網
の
敷
設
は
完
成
し
ま
す
。
ま
た
新
た
に
、

幸
崎
町
、
大
和
町
地
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
敷

設
し
ま
す
。

○
観
光
・
交
流
の
活
性
化

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
づ
く
り
を
図
り
、
観

光
客
の
誘
致
に
つ
な
げ
る
た
め
の
、
観
光
振
興

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
観
光
事
業
者
と
連

携
し
な
が
ら
、
広
域
的
な
観
光
ル
ー
ト
の
形
成

な
ど
に
努
め
ま
す
。

○
市
政
懇
談
会

直
接
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
市
民

の
視
点
に
立
っ
た
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
10

月
か
ら
市
内
20
会
場
程
度
で
、
市
政
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

▲よりよいまちづくりへ、市民
と直接対話する市政懇談会

そ
の
他

○
行
財
政
の
改
善

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
転
換

し
て
い
く
た
め
に
、
行
政
が
担
う
役
割
の
重
点

化
、
民
間
活
力
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
効
果

的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

○
情
報
公
開

公
正
で
開
か
れ
た
行
政
運
営
を
図
る
た
め
に
、

情
報
公
開
の
推
進
と
、
情
報
提
供
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

合
併
後
の
、
平
成
16
年
度
の
予
算
の
執

行
状
況
（
３
月
31
日
現
在
）
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

予
算
の
期
間

平
成
17
年
３
月
22
日
〜
31
日
ま
で

○
一
般
会
計

予
算
総
額
１
３
８
億
３,
２
７
０
万
円
に

対
し
て
、
収
入
済
額
76
億
５,
５
１
５
万

円
（
予
算
額
の
55
・
３
％
）
、
支
出
済
額

43
億
６,
１
５
５
万
円
（
予
算
額
の
31
・

５
％
）
で
す
。

※
５
月
末
の
出
納
閉
鎖
期
に
お
け
る
歳
入

と
歳
出
は
、
予
算
額
程
度
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

○
特
別
会
計（
公
営
企
業
を
除
く
）

予
算
総
額
82
億
７,
８
８
１
万
円
に
対

し
て
、
収
入
済
額
15
億
１,
１
６
９
万
円

（
予
算
額
の
18
・
３
％
）、
支
出
済
額
23
億

８,
８
９
６
万
円
（
予
算
額
の
28
・
９
％
）

で
す
。

○
市
債

道
路
、
学
校
な
ど
の
建
設
や
、
災
害
復

旧
事
業
な
ど
の
財
源
に
あ
て
る
長
期
の
借

入
金
で
す
。
３
月
末
の
市
債
は
、
８
６
５

億
４,
０
２
７
万
円
で
す
。

○
病
院
会
計

収
入
は
１,
２
６
９
万
円
、
支
出
は
１,

４
２
５
万
円
で
、
差
し
引
き
１
５
６
万
円

の
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

○
水
道
会
計

収
入
は
５
１
４
万
円
、
支
出
は
６,
６

５
１
万
円
で
、
差
し
引
き
６,
１
３
７
万
円

の
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

○
交
通
会
計

収
入
は
８
３
５
万
円
、
支
出
は
５
４
２

万
円
で
、
差
し
引
き
２
９
３
万
円
の
純
利

益
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
の

予
算
執
行
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す


